
全体戦略分科会での協議経過の報告について 

◇第１回  平成３０年８月８日（水） 

・中心市街地活性化計画策定の考え方とスケジュールについて説明。  

・分科会委員に市民意向調査を実際に記入していただいたうえで、中心市街地活性化につい

て自由に意見交換を行った。 

・委員からは、「中心市街地活性化の取り組みは様々に実施されているが、市民全体にはあま

り浸透しておらず、活性化につながっていない」「元気に商売を行う環境づくりが必要」「店

舗の老朽化が進んでおり、ハード事業など目に見える取り組みが求められている。」との

意見が出された。 

 

◇第２回  平成３０年８月３０日（木） 

◇第３回  平成３０年９月２６日（水） 

・第１回全体戦略分科会で出された意見をもとに中心市街地の現状認識を整理。 

・「活性化した中心市街地」のイメージや、様々な取り組みは「誰のため・何のため」なのか

について意見交換。出された意見はその場で整理してプロジェクターで会場に投影し意見

の共有を図った。 

・出された意見の中から中心市街地活性化のイメージをまとめ、さらに活性化のキーワード

を抽出し、「ビジョン検討シート」（次ページのＡ３版資料）にまとめた。  

 

抽出されたキーワード 

○長期的に考えていくべき目標 

 

 

 

 

○取り組みの柱となる視点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇今後の進め方 

・協議会へ概要を説明した後、分科会において具体的な事業の検討を進める（１０～１１月）。 

○これまでの協議で抽出されたキーワードをもとに取り組みの基本方針を整理  

○第１期計画の事業を新たな基本方針に基づき整理して分類するとともに、新規の活性化策

を検討 

・１２月までに計画素案を作成。パブリックコメントと産業建設委員会説明を行い、３月の計

画策定を目指す。 

【活性化の目的】 衰退への歯止めをかける 

【長期的な視点】 目に見えるまちの姿の変化 

【商業の振興】 

【回遊性の確保】 

【公共交通の活用】 

【まちの魅力向上】 

※新規の視点 

商店街が活性化 

特別な日がにぎわうワクワク感 

普段の生活の利便性と普段のにぎわい 

能代の特色を生かしたまちづくりの活動や取組 

街なかの元気の「見える化」※新規の視点 
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